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十
日
町
市
原
水
協
生
・

原水爆禁止

市
民
こ
ぞ
つ
て
蓮
動
な
誓
う

　
私
た
ち
日
本
国
民
は
最
初
の
犠
牲
者
と
し
て
原
子
爆
弾
の

惨
禍
と
恐
怖
を
身
を
以
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。

　
然
か
も
相
次
ぐ
原
水
爆
の
実
験
は
、
日
本
の
上
空
に
も
ま

た
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
地
域
に
放
射
能
の
灰
を
降
ら
せ
、

人
体
に
及
ぼ
す
影
響
は
許
容
限
度
に
到
達
し
つ
つ
あ
り
、
又

原
子
力
戦
争
が
起
る
な
ら
ば
全
人
類
は
滅
亡
す
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
は
今
や
否
定
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
事
実
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

戦
後
す
で
に
十
二
年
余
の
今
日
で
も
恐
る
べ
き
原
子
病
に
ょ
っ
て
死
ん

で
行
く
人
達
が
あ
る
こ
と
は
新
聞
、
ラ
ジ
オ
で
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
恐
し
い
原
水
爆
を
禁
止
す
る
よ
う
私
た
ち
日
本
国
民
は
世
界
人
類
の
先

だ
つ
と
し
て
、
強
く
米
、
英
、
ソ
に
誹
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
十
日
町
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
政
党
団
体
機
関
が
手
を
た
す
さ
え
、

原
水
爆
禁
止
十
日
冊
市
協
議
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り
世
界
の
平
和
と

私
窺
ち
人
類
の
幸
福
を
念
願
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
立
ぢ
上
り
ま
し
た
。

予
定
ど
お
り
こ
の
結
成
大
会
は
三
日
正
午
よ
り
十
日
町
松
映
劇
場
に
於

い
て
盛
大
に
闘
雁
さ
れ
そ
の
結
成
を
見
ま
し
た
。

結
成
大
会
の
模
様

司
会
者
樋
口
市
助
役
、
議
長
に
塩
川

市
議
員
が
選
ば
れ
て
ハ
日
程
に
従
っ

て
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

酒
井
市
長
峯
長
よ
り
原
水
協
発
起
の

経
過
が
述
べ
ら
れ
・
二
瓶
県
会
議
員

よ
り
原
水
爆
禁
止
運
動
に
ケ
ッ
起
し

た
市
民
に
力
強
い
応
援
の
祝
副
が
あ

り
ま
し
た
。

　
つ
い
で
議
事
に
入
り
、

一
、
大
島
（
昭
）
市
議
員
が
十
日
町

　
市
原
水
協
会
則
案
の
朗
読
を
行

　
い
、
審
議
の
結
果
満
場
一
致
原
案

　
ど
お
り
司
決
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
会
長
に
市
長
山
口
孝
一
、
副
会

　
長
に
市
青
年
団
協
議
会
長
霜
垣
弘

　
交
同
市
婦
人
会
協
議
会
長
小
川
エ

　
ッ
同
市
議
会
護
長
菅
村
吉
治
諸
氏

　
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

理
事
四
十
八
名
に
つ
い
て
は
広
く

各
種
団
体
よ
り
選
出
す
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
つ
い
で
会
長
就
任
の
挨
拶
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
と
し
の
春
か
ら
準
備
を
進
め

　
て
き
た
が
、
原
水
協
の
結
成
が
全

　
市
民
の
熱
意
に
よ
っ
て
実
現
し
た

　
こ
と
を
感
謝
申
上
げ
る
。

　
今
後
私
達
の
こ
の
声
を
全
世
界
に

　
反
映
さ
せ
て
行
き
た
い
。
そ
の
た

　
に
は
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え

　
て
、
本
会
が
持
続
さ
れ
て
行
く
こ

と
を
希
望
す
る
」

三
、
樋
口
市
助
役
よ
り
事
藁
計
画
と

本
年
度
予
算
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
主
な
箏
業
は
原
水
爆
に
関
す
る
講

演
会
、
映
画
会
な
ど
で
一
般
へ
の
理

解
と
運
動
の
意
義
を
盛
り
上
げ
る
内

容
の
も
の
で
、
予
算
額
は
総
額
七
万

八
千
五
百
円
、
そ
の
財
源
を
一
世
帯

平
均
十
円
の
目
標
で
協
力
下
さ
る
よ

う
に
と
の
要
請
が
あ
り
、
満
場
異
議

な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
起
草
委
員
近
藤
市
臓
会
副
議
長

よ
り
次
の
寛
言
が
提
案
朗
読
が
あ
り

ま
し
た
。

＝
、
萎
議
の
即
時
無
葎
中

　
止「

原
水
爆
の
製
造
、
貯
蔵
、
使
用

　
に
反
対

一
、
当
面
全
面
軍
縮
が
で
き
な
い
な

｝　
ら
ば
、
部
分
的
軍
縮
を
行
う
よ
う

　
要
求
す
る

一
、
他
国
の
核
兵
器
持
込
み
、
原
水

　
爆
蕃
地
化
に
反
対

一
、
世
界
の
人
麦
と
手
を
つ
な
ぎ
合

　
っ
て
目
的
を
達
成
し
よ
う

一
、
原
爆
被
災
者
に
愛
の
手
を
さ
し

・
畿

　
の
べ
よ
う

以
上
六
ヵ
条
の
窟
冒
は
満
場
盛
大
な

拍
手
を
も
っ
て
決
議
さ
れ
、
目
的
達

成
に
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

記
念
講
演
と
映
画

　
議
亭
が
終
了
し
、
東
京
教
育
大
学

教
授
（
東
京
教
大
原
水
協
委
員
長
）

和
歌
森
太
郎
博
士
の
記
念
講
演
「
科

学
時
代
の
日
本
と
匿
界
」
と
題
し
て

一
時
間
半
に
わ
た
う
て
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
．

　
最
後
に
記
念
映
画
「
生
き
て
い
て

よ
か
っ
た
」
の
上
映
が
あ
り
、
広

島
、
長
崎
の
被
爆
地
の
惨
状
と
被
災

者
の
目
を
お
お
う
悲
惨
な
姿
と
、
今

尚
ケ
ロ
イ
ド
に
臼
血
病
に
身
心
を
悩

ま
し
て
お
ら
れ
る
気
の
毒
な
人
汝
の

姿
を
目
の
あ
た
り
み
て
、
同
情
と
義

憤
が
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
が
、
会
場

の
人
達
を
し
て
甦
み
が
え
ら
せ
、
感

慨
胸
に
ひ
め
散
会
し
ま
し
た
。

　
作
年
十
一
月
起
工
以
来
皆
さ
ん
が

一
日
千
秋
の
思
い
で
待
つ
て
お
ら
れ

た
上
水
道
の
通
水
に
あ
た
り
、
先
す

皆
さ
ん
と
共
に
曹
び
、
こ
＼
ま
で
工

事
を
運
は
れ
た
工
事
関
係
者
に
深
く

謝
意
を
表
し
ま
す
．
か
っ
て
の
昔
町

の
山
際
を
流
れ
る
晒
川
の
清
流
に
布

を
洗
い
、
こ
の
織
物
王
国
を
築
き
上

げ
た
十
日
町
而
も
市
勢
発
展
に
伴
う

文
化
施
設
の
充
実
と
近
代
工
業
化
さ

れ
た
機
業
に
そ
の
水
源
は
乏
し
く
且

つ
汚
染
度
は
高
ま
り
、
そ
れ
は
最
大

の
悩
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

加
え
て
国
道
の
而
側
に
い
た
っ
て
は

飲
料
水
の
欠
乏
甚
だ
し
く
、
一
年
を

通
じ
水
量
の
不
足
を
訴
え
る
も
の
は

約
半
分
を
占
め
、
水
質
不
艮
に
よ
る

伝
染
病
も
後
を
絶
た
ず
、
衛
生
的
見

地
か
ら
こ
れ
は
重
大
な
こ
と
で
あ
り

こ
の
打
開
策
は
市
合
併
前
か
ら
研
究

が
進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

上
水
道
通
水
の
喜
び
に

よ
せ
て

　
　
　
　
　
　
市
長
山

　
昭
和
二
十
七
年
に
は
通
産
省
地
質

調
査
所
の
地
質
調
査
が
行
わ
れ
、
二

十
九
年
小
学
校
裏
に
一
三
〇
米
の
深

井
戸
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
日
産
二
、

五
〇
〇
石
の
水
量
を
み
ま
し
た
が
、

百
年
の
大
計
に
は
充
分
で
な
く
・
三

十
年
現
在
の
水
源
地
に
試
掘
井
を
掘
の
水
道
に
比
較
し
夏
は
冷
た
く
冬
は

り
大
量
の
伏
流
水
を
え
て
漸
く
に
し
温
か
い
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
ま

て
水
源
の
決
定
を
み
た
わ
け
で
あ
り
す
。

ま
す
。
以
来
井
戸
ボ
ン
プ
所
建
築
配
　
　
本
年
は
給
水
区
域
が
一
部
に
し
か

水
池
、
送
配
水
管
工
事
と
殆
ど
の
工
わ
た
り
ま
せ
ん
が
来
年
は
市
街
地
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
に
給
水
し
、
今
ま
で
の
飲
料
水
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
渇
と
水
質
の
不
安
を
永
久
に
解
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
、
市
民
の
交
化
牛
活
の
向
上
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
大
き
な
礎
と
す
る
よ
う
努
力
い
た

　
　
口
孝
一
し
た
い
と
思
い
ま
す
・
渠
の
專

亭
が
わ
す
か
一
ヵ
年
の
間
に
で
き
上
に
ょ
せ
て
取
後
に
こ
の
事
業
施
工
に

っ
た
わ
け
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
際
し
、
土
地
買
収
の
関
係
者
の
深
い

　
本
市
上
水
道
の
特
徴
は
特
に
耐
雪
理
解
と
議
会
各
位
の
御
麦
援
、
市
民

耐
寒
に
意
を
払
っ
た
こ
と
、
女
井
戸
皆
さ
ん
の
強
い
御
協
力
を
得
る
こ
と

か
ら
各
家
庭
に
配
水
さ
れ
る
ま
看
す
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝

べ
て
地
中
に
埋
っ
て
い
る
た
め
、
他
い
た
し
ま
す
。
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ー
五
日
遍
水
式
終
る
ー

　
十
日
町
地
区
市
民
の
待
望
の
水
道

が
去
る
五
日
年
の
瀬
も
迫
る
前
に
喜

び
の
通
水
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
信
濃
川
の
ボ
ン
プ
所
に
於
い
て

盛
大
な
通
水
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
上
水
道
今
後
の
繁
栄
の
祈
り
を
こ

め
た
神
官
の
祝
詞
の
声
は
朗
々
と
所

外
に
流
れ
て
い
っ
た
。
市
長
の
手
に

よ
っ
で
ボ
ン
プ
電
源
ス
イ
ッ
チ
の
テ

ー
プ
が
切
ら
れ
、
歴
史
的
ス
イ
ッ
チ

愛情は惜しみなく

i歳末
1ピ丁手 『げ あい

　
“
も
う
幾
つ
寝
る
と
お
正
月
…
彪

と
午
供
達
は
指
折
り
数
え
て
い
ま
す

が
、
何
才
に
な
っ
て
も
正
月
は
楽
し

い
も
の
で
す
。
市
民
一
人
残
ら
す
温

か
い
楽
し
い
お
正
月
を
迎
え
て
い
た

だ
こ
う
と
、
今
年
も
愛
の
運
動
が
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
酊
や
避
地
の
片
隅
に
、
生
活
の
困

窮
に
泣
く
人
、
失
業
と
病
苦
に
闘
う

不
幸
な
入
、
遺
児
を
か
か
え
て
女
手

一
つ
で
貧
困
と
た
た
か
っ
て
い
る
未

亡
八
、
孤
独
な
老
八
な
ど
色
々
不
幸

な
問
題
に
悩
ん
で
、
い
る
八
達
が
省
み

ら
れ
な
い
ま
ま
で
は
、
十
日
町
市
は

”
住
み
よ
沿
町
、
朋
る
い
酊
”
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　
社
会
福
祉
の
法
に
ょ
り
、
国
民
．
椙

祉
の
問
題
の
す
べ
て
を
解
決
す
る
こ

と
が
未
だ
で
き
な
い
現
状
で
す
。
市

民
四
万
三
千
、
世
帯
七
千
五
百
の
中

に
は
援
護
の
届
か
な
い
気
の
毒
な
方

が
お
り
ま
す
．
住
み
ょ
い
明
る
い
社

会
は
、
お
互
い
の
力
で
作
ら
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。
地
域
社
会
の
共

同
の
責
任
と
し
て
、
全
住
民
の
暖
か

い
愛
情
で
、
恵
ま
れ
な
い
①
生
活
困

窮
者
②
母
子
世
帯
0
身
体
輝
害
者
④

引
揚
老
⑤
遺
家
族
⑤
留
守
家
族
⑦
身

寄
り
の
な
い
者
、
な
ど
の
気
の
毒
な

家
庭
を
慰
め
、
更
些
を
激
励
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

　
雪
も
降
り
、
師
走
の
気
配
を
感
す

る
こ
の
頃
、
一
層
こ
の
暖
か
い
助
け

合
い
の
心
が
、
市
民
の
愛
情
と
し
て

燃
え
ひ
ろ
が
っ
て
行
き
ま
す
よ
う
、

各
ご
家
庭
に
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
の
袋
」
を
お
く
ば
り
し
て
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
何
か
と
麦
出
の
多

い
折
で
δ
ざ
い
ま
す
が
、
ご
協
力
下

さ
る
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
叉
特
に
こ
の
ほ
か
篤
志
の
金
品

も
社
会
福
祉
蔓
務
所
で
二
十
五
日
ま

で
受
付
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
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一

が
入
れ
ら
れ
、
ゴ
ウ
く
と
モ
1
タ

ー
が
う
な
り
、
ポ
ン
ブ
は
二
・
五
キ

ロ
離
れ
た
十
日
町
小
学
校
裏
城
ヵ
丘

貯
水
槽
に
送
水
さ
れ
ま
し
た
。

美
事
通
水
だ
”

市
役
所
前
の
消
火
栓
の
弁
が
開
か
れ

た
。
上
る
上
る
臼
い
一
条
の
水
柱
！

　
県
下
で
も
加
茂
に
つ
ぐ
と
い
わ
れ

る
大
規
模
な
こ
の
工
亭
は
、
昨
年
二

月
総
工
費
一
億
二
千
万
円
の
予
定
の

も
と
に
本
年
度
分
五
千
万
円
を
投
じ

て
こ
の
基
礎
工
事
取
水
井
戸
、
貯
水

槽
、
送
水
管
、
ボ
ン
プ
所
及
び
ボ
ン

プ
設
憾
等
が
初
め
ら
れ
、
一
部
の
昭

和
町
の
給
水
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
冬
の
豪
雪
に
よ

り
資
材
の
運
搬
な
ど
に
遅
れ
を
生
じ

…
市
役
所
の
年
末
年
始

一
勉
月
2
8
日

㎜
2
9
ー
田
日

了
月
－
日

『
2
～
3
日

ガ
　
　
目

御
用
納
め

休
日

各
地
区
毎
拝
賀
式

休
日

御
用
始
め

◎
緊
急
の
ご
用
の
方
は
当
直
者
に
｝

　
ご
用
命
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
㎜

一
時
は
予
定
通
り
進
渉
し
な
い
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
薯
の
努
切
に
ょ
り
こ
の
暮
丞

得
ま
し
た
。
解
和
町
一
丁
目
ー
四
丁
一

目
の
各
家
庭
の
給
水
も
数
日
を
し
て

実
現
す
る
こ
と
が
確
定
し
ま
し
た
。

ム
ヤ

中
小
企
業
と
工
業
　
㎜

統
計
の
調
査
実
施
　
一

［
討
調
査
資
料
は
皆
無
に
近
く
必
要
性

一
は
各
方
面
で
痛
切
に
感
ぜ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
通
商
産
業
省
で
は

『
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

一
現
在
で
わ
が
国
最
初
の
中
小
企
業
に
、

事
る
総
合
的
墓
藷
墓
蓼

㎝
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

｝
調
査
の
方
法
は
製
造
業
に
属
す
る
約

｝
十
四
万
の
企
業
を
選
定
し
て
行
わ
れ

｝
る
抽
出
調
査
で
本
市
内
で
調
査
対
象

一
に
な
ら
れ
た
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し

羅
麹
羅
欝
監
纏

互
暮
の
円
饗
器
に
露
カ

一賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
尚
こ
の
時
毎
年
行
わ
れ
る

工
業
統
計
調
査
も
併
せ
行
わ
れ
ま

一
1

　
わ
が
国
の
経
済
の
中

に
占
め
る
中
小
企
業
の

地
位
は
極
め
て
高
く
、

輸
出
、
雇
用
の
面
に
お

い
て
重
．
要
な
役
割
を
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
中
小
企
榮

に
関
す
る
総
合
的
な
統
一

す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。職

権
除
籍
お
知
せ

　
九
十
才
以
上
で
所
任
不
明
に
し
て

生
存
の
事
実
を
認
め
ら
れ
な
い
戸
籍

在
籍
者
を
法
務
局
長
の
許
司
を
得

て
、
こ
の
た
び
死
亡
し
た
も
の
と
認

め
市
長
職
権
に
て
除
籍
い
た
し
ま
し

た
。

　
　
　
会
計
窓
回
よ
壁

◎
年
末
の
麦
払
に
つ
い
て

　
本
庁
麦
払
は
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
（
請
求
書
は
二
十
五

　
日
ま
で
に
御
提
出
下
さ
い
）
出
張
所
払
は
二
十
三
日

◎
一
月
の
五
日
払
と
十
五
日
払
を
（
繰
下
げ
、
繰
上
げ
て
）
一
月
十

　
日
に
麦
払
ハ
本
庁
、
出
張
所
共
）

◎
電
話
連
絡
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
収
入
役
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
記

十
日
町
地
区

中
条
地
区

吉
田
地
区

六
箇
地
区

下
条
地
区

　
計

　
四
＋
人

十
六
人

　
　
十
人

　
　
一
人

　
　
一
天

六
＋
九
人12月土木工事

ilhl川”1川”ill川ll胴鎚ll」伽1恥r”川一1鮭ml副lll－1川1”川”唇“1

　
▽
着
　
工
△

呂
恩
二
●
山
ハ
M
延
長
＝
二
一
二
M
▽
小
泉

石
橋
線
改
良
巾
員
三
・
二
M
延
長
四

六
〇
M
▽
真
田
線
改
良
巾
員
四
M
延

　
道
　
路
　
▽
南
鐙
坂
線
改
良
巾
『

農
地
の
移
動
は
事
前
に

　
　
　
早
く
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
来
年
消
雪
後
住
宅
や
建
物
そ
の
他

工
作
物
等
を
建
築
す
る
た
め
農
地
を

火
の
用
心

（下）テープを切る市長（上）通水

つ
ぶ
す
よ
う
な
計
画
が
あ
り
ま
し
た

な
ら
、
阜
目
に
届
出
て
下
さ
い
。

　
農
地
を
つ
ぶ
す
場
合
や
、
農
地
を

移
動
す
る
場
合
は
、
事
前
に
手
続
き

ロ
を
必
す
と
り
、
許
司
．
証
を
貰
っ
て
か

ら
実
施
し
な
け
れ
ば
法
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
農
地
委
員
会
で
は
手
続
き
そ
の
他

に
つ
い
て
懇
切
に
指
導
し
、
農
地
間

題
に
つ
い
て
は
す
べ
て
乙
相
談
に
応

じ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
気
軽
に
お
い

で
下
さ
い
。

十
二
月
に
納

め
る
税
金

今
月
分
納
税
は

国
民
健
康
保
険
料
五
期

自
転
軍
荷
耳
税
月
割
分

今
月
は
特
に
納
期
日
が
二
十
五
日

に
な
り
ま
し
た
の
で
δ
留
意
の
上

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
今
ま
で
の
も
の
で
納
め
て
い
な

い
税
金
は
、
此
の
際
ま
と
め
て
納

め
て
下
さ
い
。

一
長
二
〇
〇
M
▽
上
貫
線
待
避
所
新
般

一
五
ヵ
所

｝
　
建
　
築
　
▽
川
治
中
学
校
増
築

一
十
日
町
中
学
校
坪
増
築

皿
▽
完
工
△

㎝
道
路
▽
池
谷
線
改
良
巾
員

…
丁
六
M
延
長
三
八
O
M
▽
慶
地
轟

天
霰
良
巾
昌
錘
長
三
8
M

｝
▽
原
行
寺
線
改
良
巾
員
三
・
六
M
延

互
。
。
M
▽
上
醤
線
聖
四
M

奮
套
M
▽
沓
羅
旧

｝
石
積
一
三
M
▽
上
貫
線
復
旧
石
積
四

㎝
五
M
▽
下
貫
線
復
旧
切
土

　
護
津
▽
大
堰
麦
川
石
積

　
（
稲
荷
町
）
一
〇
四
M

　
建
　
物
　
▽
職
員
宿
舎
木
造
二

階
建
五
三
・
五
坪

　
5
0
〆
L
？
『

屠▲イ

壷晶8
市
議
会
各
常
任
委
員
会
管
内
視
察
を

次
の
通
り
行
っ
た
。

◎
交
教
厚
生
委
員
会

　
十
一
月
四
日
五
日
（
二
日
間
）

　
　
社
会
福
祉
事
務
所
、
所
管
関
係

＋
一
月
九
日

　
　
継
続
雷
査
に
付
さ
れ
た
請
願
並

　
　
に
雪
中
派
出
所
視
察

◎
経
済
委
員
会

　
十
一
月
二
十
日
二
十
一
日
（
二
目

間
）

　
　
農
林
土
木
事
業
関
係

◎
建
設
委
員
会

　
十
一
月
二
十
日
二
十
一
日
二
十
二

　
日
（
三
日
間
）

　
　
継
続
審
議
に
付
さ
れ
だ
請
願
並

　
　
に
昭
和
三
十
三
年
度
事
業
関
係

◎
総
務
財
政
委
員
会

±
月
二
士
ハ
日
二
＋
七
日
（
二

日
間
）

　
　
建
設
亭
業
　
中
学
校
、
診
療
所

一30一
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明
年
の
稻
作
設
計
な

　
豊
作
と
い
わ
れ
た
今
年
の
稲
作
を

省
り
み
て
、
来
年
稲
作
設
計
の
参
考

に
し
た
い
。

今
年
の
中
魚
沼
の
作
況
を
指
数
か
ら

み
る
と
、
昭
和
三
十
年
を
一
〇
八
と

し
、
昭
和
三
十
一
年
を
一
〇
四
、
今

年
が
一
〇
六
と
い
わ
れ
る
が
、
県
で

は
五
二
一
万
石
と
い
う
新
し
い
記
録

を
打
立
て
た
年
で
あ
り
、
農
薬
会
議

で
は
「
五
百
万
石
継
続
運
動
」
を
今

後
推
進
す
る
と
い
う
。

中
魚
沼
の
多
収
穫
共
進
会
で
も
五
石

六
斗
と
い
う
新
し
い
記
録
を
高
島
の

柳
馨
さ
ん
が
打
立
て
た
。
一
般
に
豊

作
と
い
わ
れ
る
今
年
の
作
柄
を
検
討

す
る
と
、豪

雪
の
克
服

消
雪
が
例
年
に
な
く
二
十
日
以
上
も

遅
れ
た
こ
と
は
「
大
雪
の
凶
作
」
と

い
わ
れ
た
が
、
消
雪
の
促
進
や
改
良

苗
代
の
普
及
に
ょ
っ
て
播
種
、
1
田

植
え
も
適
期
に
、
健
苗
を
植
え
ら
れ

豊
作
を
か
え
り
み

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。

特
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
ビ
ニ
ー
ル

畑
苗
代
に
よ
る
育
苗
が
大
き
く
取
上

げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
育
苗
に
対
す
る
『

関
心
が
高
ま
っ
た
結
果
と
い
え
よ

う
。

苗
の
生
育
も
初
期
は
低
温
で
、
遅
れ

気
味
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
梢
順

調
で
健
苗
が
得
ら
れ
た
。

ロ
喜
醐
憂
だ
つ

た
生
育
期
間

本
田
に
入
，
て
か
ら
は
植
付
け
が
や

や
お
く
れ
た
た
め
、
初
期
生
育
を
促

進
す
る
こ
ど
が
増
産
す
る
上
に
極
め

て
重
要
で
あ
っ
た
。

植
付
け
直
後
は
低
温
で
活
着
不
良
を

心
配
さ
れ
た
が
、
六
月
十
五
日
頃
か

ら
回
復
し
、
活
着
後
の
生
育
を
良
好

に
し
、
有
効
分
け
つ
を
増
加
、
豊
作

へ
の
条
件
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
七
月
以
降
八
月
中
旬
迄
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
▲
■
▽

冬
で
も
集
め
ま
す
…

ず
ー
ー
ー
ー
市
街
地
の
ゴ
葛

従
来
降
雷
と
同
時
に
全
地
域
の
ゴ
ミ
集
め
は
休
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
冬
よ
り
特
に
十
日
町
地
区
（
山
地
を
除
く
）
だ
け
常
時
「
ソ

リ
五
台
」
を
も
っ
て
ゴ
ミ
を
集
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
つ
い
て
は
次
の
点
を
注
意
し
て
ゴ
ミ
を
出
し
て
下
さ
い
．

①
燃
焼
物
は
常
時
巡
回
毎
に

②
不
燃
焼
物
は
月
一
回
の
計
画

◎
ゴ
ミ
集
め
の
際
は
鈴
を
振
，
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

て

気
象
は
不
順
で
、
低
温
の
連
続
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
病
害
虫
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
た
が
、
早
期
防
除
に
よ
り

被
害
を
お
さ
え
た
．

一
し
か
し
こ
の
低
温
も
一
方
で
は
土
壌

有
機
物
の
分
解
を
お
さ
え
て
「
田
が

ワ
ク
」
を
防
止
し
、
根
腐
れ
が
非
常

に
少
な
か
，
た
。

　
八
月
中
旬
か
ら
八
月
い
り
．
ぱ
い
の

高
温
多
照
は
出
穂
期
の
条
件
を
良
好

に
し
心
配
さ
れ
た
「
穂
首
い
も
ち
」

が
発
生
せ
す
に
済
ん
だ
こ
と
は
幸
い

で
あ
っ
た
。
七
月
の
梢
過
剰
気
味
の

分
け
つ
が
育
効
化
し
坪
当
穂
数
を
確

保
し
た
こ
と
も
豊
作
の
一
因
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
八
月
の
気
象
は
稔
実
を

県営アパート完成羅鵬趨騨肇
あつた鉄筋コンクリート三階建の県営アバートがクリ
ーム色の美しい外装も終り近く完成．住宅難の緩和に
一役かうことになりました．一世帯の居室は六畳，四

鍵濯鶉製乙櫨箒腰鷺聾力二それぞれ完

も
良
好
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
九

月
に
入
っ
て
か
ら
は
台
風
の
被
害
も

少
く
一
般
に
倒
伏
も
少
な
か
っ
た
と

同
時
に
風
に
よ
る
不
稔
障
害
も
見
ら

穣
か
屋

省
み
て
来
年
の
計
画
を

雪
を
割
っ
て
も
時
期
を
の
が
さ
す
播

種
し
田
植
え
を
し
た
も
の
が
よ
か
っ

た
こ
と
。
動
力
耕
頼
機
の
導
入
が
め

ざ
ま
し
か
っ
た
こ
と
．
施
肥
量
で
は

元
肥
え
の
窒
素
が
幾
分
控
え
目
に
施

蒙
靴
駈
灘
糊
鱒
罐

と
。

今
年
く
ら
い
農
薬
を
多
量
に
使
用
し

た
こ
と
は
な
い
。
粉
剤
の
登
場
は
作

業
の
面
で
も
楽
に
な
り
大
部
分
の
病

害虫

は
防
除
出
来
る
段
階
に
な
っ

た
。

　
こ
の
よ
う
な
本
年
度
稲
作

　
か
ら
者
え
ら
れ
る
こ
と
は

播
種
か
ら
収
穫
ま
で
育
苗
、
田
植
、

施
肥
技
術
、
管
理
の
面
で
一
還
し
た

科
学
技
術
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
如
何
に
適
期

に
健
苗
を
育
成
し
て
も
そ
の
後
の
本

田
の
栽
培
管
理
が
そ
れ
に
伴
わ
な
け

れ
は
増
収
は
希
め
な
い
。
ま
た
農
薬

の
使
用
に
し
て
も
回
数
や
量
の
み
多

一
く
使
用
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
も
の
で

は
な
く
、
適
期
を
と
ら
え
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
動

力
耕
紙
機
の
活
用
に
し
て
も
二
十
万

円
、
三
十
万
円
の
機
械
を
七
反
や
一

町
の
農
家
が
一
戸
で
入
れ
て
そ
の
経

済
効
果
は
如
何
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間
題
は

た
く
さ
ん
あ
る
．

明
年
度
の
稲
作
は
増
収
を
し
か
も
経

済
効
果
の
上
る
よ
う
な
方
途
を
農
閑

期
を
利
用
し
て
設
計
し
て
お
き
た
い

も
の
で
あ
る
。

（
十
日
町
地
区
農
業
改
良
普
及
所
）

お
母
さ
ん
方
へ

　
　
冬
を
迎
え
た
子
供
の
健
康

　
風
邪
は
一
年
中
を
通
じ
て
罹
り
や

す
い
病
気
で
す
が
、
特
に
こ
の
冬
は

悪
い
カ
ゼ
が
流
行
し
て
お
り
ま
す
。

子
供
さ
ん
の
あ
る
家
庭
で
は
充
分
な

備
え
と
注
意
が
必
要
で
す
．

　
山
に
入
ッ
て
目
に
つ
く
こ
と
は
部

落
有
林
の
荒
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

毎
年
六
欧
春
に
な
る
と
部
落
の
人
は

こ
の
荒
れ
て
い
る
山
に
入
っ
て
、
と

こ
ろ
か
ま
わ
ず
ポ
イ
切
り
を
す
る
．

新
ら
た
に
木
を
植
え
て
育
て
る
意
欲

が
な
く
、
こ
う
し
た
こ
と
が
昔
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
る
現
状
で
す
．
ひ
ど

く
荒
れ
た
と
こ
ろ
は
、
木
の
影
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
草
の
み
が
繁
茂
し
、

そ
の
草
も
全
然
活
用
さ
れ
て
い
な
い

の
で
す
．

　
秋
と
共
に
枯
れ
て
態
と
共
に
し
り

山
は
年
汝
や
せ
て
行
く
ば
か
り
で

す
。
お
互
に
部
落
を
愛
す
る
熱
情
を

呼
び
起
し
て
み
て
下
さ
い
。
数
年
に

し
て
郷
土
は
緑
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
昔
か
ら
木
を
植
え
て
か
ら
八
十
年

多

し
た
。

　
一
代
に
充
分
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
．
木
を
伐
る
と
、
あ
そ

こ
の
家
は
貧
乏
し
た
と
よ
く
い
わ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
は
昔
の
人
の
言
葉
で

荒
れ
て
い

ろ
部
落
有
林

た
た
な
い
と
収
入
は
見
ら
れ
な
い
、

と
観
念
ず
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
植
林
技
術
も
進
歩
し
て
、
伐
期

も
短
縮
さ
れ
四
十
年
で
立
派
に
市
場

に
素材を

送
り
出
す
時
代
に
な
り
ま

㌧
～
～

す
．
今
で
は
伐
っ
て
も
す
ぐ
植
え
育

て
る
対
策
を
す
れ
ば
何
の
不
安
も
な

い
こ
と
で
す
。
山
林
経
営
も
農
家
に

と
，
て
は
重
要
な
収
入
源
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
農
家
経
洛
は
山
林
経
営
の

上
手
な
運
営
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

と
き
が
来
て
い
ま
す
。

　
荒
れ
て
い
る
部
落
有
林
こ
そ
学
校

作
業
所
、
集
会
所
、
道
路
、
用
水
池

土
地
改
良
に
、
こ
れ
か
ら
部
落
の
基

本
財
産
と
し
て
明
日
え
て
の
交
化
的

村
づ
く
り
の
血
と
な
り
肉
と
な
る
大
．

切
な
山
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
立
派
な
林
を
持
っ
て
部
落
建
設
に

役
立
て
て
い
る
部
落
も
あ
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
荒
れ
た
部
落
有
林
の
活

用
と
実
践
に
つ
い
て
話
し
合
う
て
み

て
下
さ
い
．

生
れ
つ
き
皮
膚
や
粘
膜
が
敏
感
で
、

少
し
の
寒
さ
や
気
温
の
変
化
で
セ
キ

の
出
る
子
供
や
慢
性
の
へ
ん
と
う
せ

ん
炎
の
あ
る
子
供
、
や
せ
て
栄
養
の

悪
い
子
供
や
好
き
嫌
い
の
多
い
子
供

は
、
栄
養
の
良
い
健
康
な
子
供
に
較

べ
る
と
、
カ
ゼ
を
引
き
安
く
一
度
罹

る
と
長
び
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

一
、
そ
こ
で
脂
肪
分
を
沢
山
と
る
こ

と
。

　
十
分
な
栄
養
を
と
っ
て
健
康
な
体

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
副
食
に
脂
肪

分
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
ビ
タ
ミ
ン
を
補
ふ
た
め
に

新
し
い
野
菜
や
果
物
を
豊
富
に
与
え

ま
し
ょ
う
．

二
、
皮
膚
を
丈
夫
に
す
る
こ
と
．

　
日
光
は
ヒ
フ
を
鍛
え
る
だ
け
で
な

く
ク
ル
病
を
防
ぎ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

に
は
窓
を
あ
け
て
十
分
な
日
光
浴
を

行
い
ま
し
よ
う
。
幼
児
は
戸
外
で
遊

ぶ
習
慣
を
つ
け
さ
．
せ
ま
し
よ
う
。
薄

着
を
す
る
こ
と
も
ヒ
フ
を
鍛
え
、
カ

ゼ
を
防
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
で

す
．

三
、
へ
ん
と
う
せ
ん
炎
に
注
意
す
る

こ
と
。

　
慢
性
の
へ
ん
と
う
せ
ん
炎
が
あ
る

子
供
は
こ
れ
が
原
因
と
な
り
よ
く
カ
…

セ
を
引
き
ま
す
か
ら
専
間
の
医
師
に
醐

み
て
い
た
だ
い
て
、
と
っ
た
方
が
よ
咽

い
場
合
に
は
手
術
を
す
る
な
ど
し
て
…

宿
題
に

「
宿
題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち

子
供
た
ち
が
こ
の
冬
を
楽
し
い
も
の
帥
は
ど
う
感
じ
、
親
は
ど
う
思
い
、
教

で
あ
る
よ
う
に
努
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
噸
師
は
ど
う
考
え
て
提
出
し
て
い
る
の

う
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
か
？
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
真

［

梱
田
小
学
校
を
訪
れ
て
お
聞
き
し
て
み

権

さ
緑
舞
釦
灘
蕪

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一

週
間
を
”
人
櫓
凋
間
即
と
し
て
法
務

省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の

主
唱
で
、
自
由
人
橿
思
想
を
高
め
て

ゆ
こ
う
と
運
動
を
展
開
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
年
の
強
調
事
項
は
、

一
、
児
童
の
権
利
の
尊
重

て
名
誉
の
尊
重

一
、
秀
の
排
撃

一
、
売
春
の
防
止

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
村
八
分
の
販
扱
い
を
う
け
る
。

②
身
売
り
さ
れ
る
。

0
子
供
が
重
労
働
を
さ
せ
ら
れ
る
．

④
祭
り
な
ど
の
寄
付
を
強
要
さ
れ
る

⑤
町
の
顔
役
や
暴
力
団
に
お
ど
か
さ

れ
る
。

0
公
務
員
か
ら
不
当
な
扱
い
を
受
け

　
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
泣
き
寝
入

り
す
る
こ
と
な
く
、
私
達
の
相
談
相

手
犬
擁
護
奮
・

①
布
川
十
三
九
（
本
町
三
）
瀬
戸
物

　
　
　
　
商

②
山
内
　
正
豊
（
本
町
二
）
十
日
町

　
　
　
　
新
聞
社
社
艮

0
大
淵
健
二
（
田
中
西
）
市
議
会

　
　
　
　
議
畦
会
社
員

の
方
汝
に
こ
相
談
い
た
し
ま
し
ょ
う

休
み
を
迎
え

家
庭
の
注
意

　
県
内
小
学
校
で
地
区
の
家
庭
の
み

な
さ
ん
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
要
求

さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
学
区
で
も

大
切
な
こ
と
が
冒
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
※
お
正
月
に
は
お
客
様
も
あ
る
こ

と
と
お
も
い
ま
す
し
、
ま
た
平
ぜ
い

い
そ
が
し
い
生
活
の
中
か
ら
ほ
っ
と

一
息
つ
か
れ
、
じ
っ
く
り
と
子
ど
も

た
ち
と
く
つ
ろ
い
で
話
し
あ
い
の
で

き
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

う
し
た
ふ
ん
い
き
に
ひ
た
ら
せ
る
よ

う
子
供
の
中
へ
も
入
っ
て
頂
き
た
い
伽
化
す
る
こ
と
は
一
番
困
，
た
こ
と
に

も
の
で
す
。
ま
た
お
客
さ
ん
の
く
る
呵
な
る
。
そ
の
点
真
田
校
の
よ
う
に
、

こ
と
に
関
連
し
て
、
格
弍
ぼ
っ
た
こ
川
時
折
子
供
の
声
、
家
庭
の
声
を
あ
つ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
子
帥
め
、
は
な
し
あ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

供
な
り
に
お
客
さ
ん
に
対
す
る
礼
儀
坤
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
思
う
。

な
ど
も
こ
の
機
会
に
教
え
て
頂
き
た
廟
【
子
ど
も
か
ら
】

い
と
お
も
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
咽
◎
お
と
う
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
勉
強

　
※
葱
墓
商
特
有
の
危
険
な
場
所
も
劇
　
し
て
い
る
最
中
に
用
を
い
い
つ
け

あ
り
、
い
ろ
く
ご
、
心
配
の
点
も
多
剛
　
な
い
で
下
さ
い
。

か
ろ
う
と
存
じ
ま
す
が
、
で
き
る
だ
川
◎
お
と
う
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
た
ま

け
お
天
気
の
よ
い
日
は
外
で
の
ス
ボ
㎜
　
’

ー
ツ
を
奨
励
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
帥

の
で
す
。
出
来
れ
ば
お
塚
の
方
々
の
…

ど
な
た
か
も
参
加
さ
れ
る
よ
う
な
こ
哺

と
が
で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
子
ど
も
巾

た
ち
に
は
幸
福
な
こ
と
で
し
ょ
う
．
“

親
と
子
ど
も
が
は
な
れ
す
ぎ
て
い
る
川

の
が
一
般
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。
　
川

　
※
暴
食
1
く
い
す
ぎ
！
を
し
馴

な
い
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
脚

こ
と
。
休
み
に
は
あ
り
が
ち
の
夜
ふ
伽

か
し
を
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
．
今
年
㎜

は
特
別
流
感
な
ど
で
い
ろ
く
ご
心
回

配
の
病
気
も
あ
る
よ
う
で
す
し
、
子
岬

ど
も
の
か
ら
だ
の
面
に
も
親
の
方
か
叩

ら
気
を
つ
け
さ
せ
る
よ
う
に
み
ち
び
佃

い
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
個

ご協力下さい…｝｝

　ヨ　　　ヨヨパヨハ　ヨロ
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一
つζつが

つ
い
て

　
　
　
　
に
宿
題
が
な
く
遊
ん
で
い
る
と
、

　
　
　
　
「
お
ま
え
ば
，
か
し
ゃ
、
い
っ
そ

　
　
　
　
勉
強
レ
な
い
子
だ
”
」
と
い
わ
な

　
　
　
　
い
で
下
さ
い
．
そ
れ
よ
り
か
「
宿

，
課
帥
題
は
な
く
と
も
・
今
日
な
ら
ぞ

　
　
…
　
来
た
と
こ
き
か
せ
て
く
れ
」
と
で

務
僻
も
い
え
は
、
わ
を
し
秀
患

　
　
圃
　
い
出
し
て
勉
強
す
る
よ
う
に
な
る

総
酬
と
思
い
ま
す
．

　
　
叩
◎
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
、
勉
強
を

　
　
脚
　
教
え
た
り
み
た
り
し
て
く
れ
る
と

　
　
巾
　
き
、
す
ぐ
に
、
は
が
い
が
っ
て
お

　
　
巾
　
こ
る
け
れ
ど
、
も
う
少
し
や
さ
し

　
　
伽
　
く
気
な
が
に
教
え
て
下
さ
い
。

　
　
　
個
◎
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
、
宿
題
の

　
　
　
圃
　
こ
と
を
だ
す
と
「
こ
ん
な
も
の
が

　
　
　
剛
わ
か
ら
な
い
の
か
”
」
と
や
り
方

　
　
　
叩
　
さ
え
教
え
て
く
れ
な
い
で
、
答
は

　
　
　
…
　
と
い
っ
て
す
ぐ
出
し
て
し
ま
う
け

　
　
　
肺
　
れ
ど
、
わ
か
る
よ
う
に
し
て
下

　
　
　
…
さ
い
。

　
　
　
川
◎
家
の
人
ぜ
ん
ぶ
に
お
ね
が
い
し
た

　
い
の
は
、
宿
題
の
あ
る
と
き
は
、
．

　
ラ
ジ
オ
を
小
さ
な
音
に
し
て
き
い

て
下
さ
い
。

【
家
庭
か
ら
】

◎
宿
題
が
で
な
い
と
す
ぐ
遊
び
に
出

　
て
し
ま
う
方
が
多
い
け
れ
ど
、
今

　
日
な
ら
っ
て
き
た
と
こ
ろ
6
、
ら
い

　
は
、
毎
日
勉
強
し
て
か
ら
で
る
よ

　
う
に
し
た
ら
い
い
と
お
も
う
。

◎
農
繁
期
宅
い
そ
が
し
い
と
き
だ
け

　
は
、
家
の
手
伝
い
を
し
ん
け
ん
に

　
し
て
も
ら
い
た
い
．
そ
れ
で
学
校

　
で
も
調
べ
も
の
を
す
る
こ
と
や
、

　
勉
強
の
こ
と
は
宿
題
と
し
て
出
さ

　
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

◎
雪
が
ふ
れ
は
外
の
仕
扇
も
な
く
な

　
る
の
で
、
少
し
は
勉
強
も
み
て
や

　
れ
る
し
、
ま
た
子
ど
も
の
宿
題
も

　
み
て
や
れ
る
し
、
ま
た
子
ど
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

PTAよりおくられたテープコーダー

吹込みをする真田校のよい子たち
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勉
強
ぶ
り
も
み
た
い
と
思
う
が
、

そ
う
で
も
な
い
と
き
は
、
つ
か
れ

　
た
い
．
宿
題
で
勉
強
す
る
こ
と
が

　
す
き
に
な
っ
た
り
、
勉
強
す
る
く

　
せ
が
つ
い
て
来
た
の
も
い
る
。

【
教
師
か
ら
】

◎
そ
の
日
の
う
ち
に
学
校
で
勉
強
し

　
て
き
た
こ
と
を
、
更
に
身
に
つ
け

　
る
た
め
に
出
す
の
だ
か
ら
、
時
聞

　
を
与
え
て
や
っ
て
下
さ
い
。

◎
問
題
は
子
供
の
力
を
み
て
、
そ
れ

は
ん
が
「
き
の
こ
」

真
田
小
五
年
金
子
　
裕
子

．
、
、
，

◎
藁
灘
繋
顧
鰻
縦
漏
雛

ど
も
の
力
で
出
来
る
程
度
」
の
宿

題
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
教
科

に
応
す
る
よ
う
に
出
し
て
い
る
つ

も
り
だ
か
ら
、
少
し
位
う
ま
す
い

て
も
、
す
ぐ
答
だ
け
教
え
る
と
い

　
う
こ
と
な
し
に
、
考
え
さ
せ
る
よ

う
に
は
げ
ま
し
て
い
た
だ
き
た

　
い
。

◎
宿
題
が
家
庭
で
の
学
習
の
主
で
は

　
な
い
の
で
す
か
ら
、
宿
題
の
あ
る

　
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
学
校

　
で
な
ら
う
て
来
た
こ
と
を
復
習
す

　
る
習
慣
は
次
第
に
つ
け
さ
せ
る
よ

　
う
に
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
作
　
　
文

て
ん
ら
ん
会
の
用
意

　
同
校
四
年
尾
　
身
　
　
正

あ
す
は
て
ん
ら
ん
会
だ
と
い
う
の
で

先
生
と
生
徒
は
い
う
し
よ
う
け
ん
め

い
に
か
ざ
り
つ
け
の
用
窟
を
し
ま
し

た
。
机
を
な
ら
べ
て
そ
の
ま
ん
中
に

を
な
ら
べ
ま
し
た
．
黒
の
紙
に
図
回

習
字
、
は
ん
が
な
ど
を
は
っ
て
か
べ

に
わ
た
る
よ
う
に
出
し
て
も
ら
い
一
に
か
ざ
り
ま
し
た
。
い
ろ
く
な
作

㊤
川
治
中
学
校
増
築
完
成
㊦
十
日
町
中
学
校
増
築
完
成

品
で
い
っ
ば
い
に
な
り
ま
し
た
．
三

年
生
の
お
人
形
や
船
も
同
じ
教
室
に

き
れ
い
に
な
ら
び
ま
し
た
。
み
ん
な

う
れ
し
そ
う
に
に
こ
に
こ
し
て
い
ま

す
。
先
生
も
大
き
な
黒
板
を
運
び
な

が
ら
「
も
う
す
ぐ
だ
ぞ
」
と
笑
い
ま

ま
し
た
。
ぽ
く
が
か
い
た
、
巨
ね
こ

き
の
絵
が
思
っ
た
よ
り
じ
ょ
す
に
見

え
ま
し
た
．
ど
の
教
室
も
か
ざ
の
う

け
で
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
で
す
。

と
な
り
の
教
室
か
ら
ガ
ン
ガ
ン
と
く

ぎ
を
う
つ
大
き
な
音
が
聞
え
て
き
ま

し
た
。研

究
じ
ゅ
ぎ
ょ
う

　
　
　
同
校
三
年
尾
身
　
啓
子

今
日

　
わ
た
し
た
ち
が

　
さ
ん
す
う
の
本
を
出
し
て
い
た
ら

　
み
ん
な
の
先
生
が

　
が
や
く
と
入
う
て
来
た

　
わ
た
し
は

　
答
を
ま
ち
が
え
て

　
先
生
に

　
わ
ら
わ
れ
る
か
な
と

　
心
の
中
で
思
っ
た
が

　
お
も
い
き
っ
て

　
手
を
あ
げ
た
。

わ
た
し
の

　
　
　
　
お
と
う
さ
ん

　
　
　
同
校
三
年
尾
身
マ
ツ
ノ

　
わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん

　
お
こ
る
と
お
っ
か
な
い

　
け
ど

　
何
か
買
っ
て
く
れ
る
時

　
に
こ
く
し
て
い
る

　
学
校
の
は
な
し
を
し
た
ら

　
う
ん
、
う
ん
と
い
っ
て
う
れ
し
が

　
っ
た

　
わ
た
し
が
し
く
だ
い
を
し
て
い
た

　
ら

　
ま
ち
が
っ
て
い
た
の
で
お
こ
っ
た

　
お
じ
い
さ
ん
も

　
わ
た
し
の
方
を
み
て
い
た

　
◇
あ
と
が
き
◇

「
が
っ
こ
う
ら
ん
」
は
子
ど
も
た
ち

や
お
家
の
方
六
の
学
校
教
育
に
つ
い

て
の
声
を
そ
っ
ち
ょ
く
に
取
上
げ
て

こ
れ
を
記
亭
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど

う
し
た
ら
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
く

の
び
育
っ
て
行
く
か
と
い
う
こ
と

を
、
家
中
揃
っ
て
話
し
合
っ
た
り
考

え
た
り
し
て
頂
き
た
い
と
の
願
い
を

も
っ
て
い
ま
す
。
次
た
と
バ
ト
ン
は

廻
わ
う
て
行
き
ま
す
、
子
供
た
ち
の

成長を

願
い
ご
協
力
下
さ
い
。
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